
南

方
（
ボ
ル
ネ
オ
）
　 

北
部
ボ
ル
ネ
オ
貫
兵
団

工
兵
と
し
て
生
き
抜
く
　 

佐
賀
県
　
久
世
童
龍
　 

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
八
月
十
七
日
に
生
ま
れ
た
私

は
、
旧
姓
名
を
山
口
利
喜
男
と
い
い
ま
す
が
、
戦
地
か
ら
帰
っ

て
伯
母
の
家
の
跡
を
継
ぎ
僧
籍
に
入
っ
た
か
ら
姓
も
名
も
変
わ

り
、
住
所
も
杵
島
郡
有
馬
町
大
字
坂
田
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
一
月
十
日
、
臨
時
召
集
で
西
部

第
五
十
二
部
隊
第
三
中
隊
に
入
隊
し
た
の
で
す
。
部
隊
は
、
支

那
事
変
で
有
名
と
な
っ
た
「
爆
弾
三
勇
士
」
の
出
身
隊
、
久
留

米
の
工
隊
で
あ
り
ま
す
。
私
は
当
時
、
測
量
技
術
を
持
っ
て
い

ま
し
た
の
で
工
兵
隊
と
な
っ
た
と
推
測
し
ま
し
た
。
久
留
米
工

兵
隊
は
厳
し
く
て
有
名
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
入
隊
も
第
二
乙

種
だ
っ
た
の
に
、
現
役
の
一
番
（
昭
和
十
八
年
一
月
）
と
同
じ

で
あ
り
ま
し
た
。

初
年
兵
教
育
は
三
カ
月
間
、
星
一
つ
で
も
、
一
日
で
も
早
く

入
隊
す
れ
ば
先
輩
で
あ
り
、
上
級
者
、
古
兵
、
先
輩
た
ち
に
毎

晩
叩
か
れ
る
。
同
年
兵
の
一
人
は
、
一
人
の
上
等
兵
か
ら
三
カ

月
間
に
一
〇
〇
〇
回
叩
か
れ
た
と
言
い
ま
す
が
、
彼
は
毎
晩
手

帳
に
「
正
」
の
字
を
書
い
て
記
帳
し
て
い
た
の
で
し
た
。
私
は

叩
か
れ
な
い
方
で
し
た
が
、
一
〇
〇
回
は
叩
か
れ
ま
し
た
。

測
量
技
術
者
で
あ
っ
て
も
、
工
兵
の
基
本
で
あ
る
穴
掘
り
、

足
場
掛
け
、
そ
し
て
大
き
な
円
匙
で
土
を
、
向
こ
う
に
引
い
て

あ
る
四
メ
ー
ト
ル
線
ま
で
投
げ
る
。
穴
掘
り
は
垂
直
三
メ
ー
ト

ル
以
上
投
げ
上
げ
る
。
訓
練
場
が
そ
う
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を



毎
日
や
る
の
で
す
。

舟
艇
は
鉄
舟
を
四
人
で
担
ぐ
、
場
所
は
筑
後
川
で
あ
り
、
舟

は
尖
型
舟
二
つ
、
方
形
舟
二
つ
、
こ
の
四
個
を
継
い
で
一
艘
と

な
る
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
四
人
で
担
ぐ
が
、
一
個
は
三
〇
〇

キ
ロ
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
大
発
（
エ
ン
ジ

ン
）
の
運
転
、
火
薬
の
点
火
で
は
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
の
所
で

控
え
て
い
る
。
導
火
線
は
一
秒
間
に
一
メ
ー
ト
ル
走
る
。
導
火

線
の
長
さ
は
十
五
メ
ー
ト
ル
だ
か
ら
十
五
秒
で
爆
発
す
る
。
そ

の
点
火
に
は
後
に
は
点
火
管
を
使
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
マ
ッ

チ
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

火
薬
は
一
〇
〇
グ
ラ
ム
単
位
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
数
十
倍
の

威
力
が
あ
る
。
も
し
握
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
ら
、
体
が
粉
に
な
っ

て
し
ま
う
。
火
を
点
け
て
地
に
投
げ
込
む
。
爆
発
ま
で
十
五
秒

し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
基
本
訓
練
を
五
回
や
り
ま
し
た
。

初
年
兵
は
一
個
中
隊
三
百
二
十
人
で
、
六
個
班
に
分
け
て
教

育
を
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
は
、
四
個
中
隊
百
五
十
人
だ
っ
た
の

が
、
私
の
時
に
は
、
千
五
百
人
位
に
増
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
ベ
ッ
ド
は
一
人
一
人
で
は
な
く
、
所
謂
鰻
の
寝
床

で
し
た
。
と
に
か
く
、
兵
員
が
倍
以
上
に
な
っ
た
の
で
す
か

ら
。一
期
検
閲
終
了
、
七
月
十
日
、
一
等
兵
、
十
月
一
日
、
幹
部

候
補
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
一
月
一
日
、
乙
種
幹
候
上
等
兵
、
原
隊

で
教
育
を
受
け
、
昭
和
十
九
年
二
月
、
伍
長
、
下
士
官
と
し
て

の
集
合
教
育
後
、
六
月
十
九
日
、
ボ
ル
ネ
オ
守
備
軍
（
第
三
十

七
軍
―
灘
集
団
）
の
独
立
混
成
第
五
十
六
旅
団
（
貫
一
五
八
九

〇
部
隊
）
の
工
兵
隊
（
貫
一
五
九
〇
八
）
要
員
と
し
て
転
属
を

命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
三
日
、
門
司
出
発
、
七
月
十
九
日
マ
ニ
ラ

上
陸
、
九
月
三
日
、
マ
ニ
ラ
発
（
徳
島
丸
）

、
九
月
十
七
日
、

北
ボ
ル
ネ
オ
、
サ
ン
タ
ガ
ン
上
陸
、
九
月
二
十
日
、
独
立
混
成

旅
団
工
兵
隊
編
成
完
結
（
現
地
召
集
者
を
含
め
）

、
九
月
十
七

日
、
タ
ワ
オ
上
陸
、
九
月
二
十
八
日
―
二
十
年
八
月
十
三
日
、

タ
ワ
オ
附
近
の
警
備
・
戦
闘
、
昭
和
二
十
年
三
月
か
ら
マ
ラ
リ

ア
病
羅
患
、
食
糧
不
足
、
八
月
、
任
陸
軍
軍
曹
、
昭
和
二
十
一

年
四
月
二
十
六
日
、
復
員
（
大
阪
）

。

こ
れ
が
我
が
履
歴
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。



新
編
成
の
工
兵
隊
長
は
橋
本
紀
林
大
尉
で
あ
り
ま
し
た
。
隊

長
の
手
記
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
九
年
五
月
、
現
地
徴
兵
検
査
が

施
行
さ
れ
、
ボ
ル
ネ
オ
各
地
で
戦
前
か
ら
、
あ
る
い
は
戦
中
活

躍
し
て
い
た
軍
属
や
各
商
社
員
、
基
地
の
青
年
た
ち
は
、
同
年

十
月
現
地
召
集
さ
れ
て
、
北
ボ
ル
ネ
オ
の
西
海
岸
サ
ン
ダ
カ
ン

や
キ
ナ
バ
ル
山
（
ボ
ル
ネ
オ
最
高
霊
峰
、
四
、
一
七
五
メ
ー
ト

ル
）
麓
の
ラ
ナ
ウ
と
い
う
高
原
の
町
で
初
年
兵
教
育
を
受
け
、

歩
・
銃
・
工
に
区
分
け
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
隊
に
配
属
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
し
た
。

ボ
ル
ネ
オ
の
戦
況
に
つ
い
て
は
、
局
地
的
な
こ
と
し
か
分
か

ら
な
い
私
の
体
験
よ
り
も
、
橋
本
隊
長
の
手
記
（
キ
ナ
バ
ル
戦

友
会
回
想
録
）
を
読
ま
せ
て
頂
き
、
多
く
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

私
が
タ
ワ
オ
上
陸
は
昭
和
十
九
年
九
月
十
七
日
、
九
月
二
十

八
日
よ
り
昭
和
二
十
年
八
月
十
三
日
ま
で
同
地
附
近
の
警
備
、

戦
闘
と
申
し
ま
し
た
が
、
隊
長
の
手
記
『
ボ
ル
ネ
オ
の
大
河
、

セ
ン
バ
コ
ン
■
航
記
』
に
は
「
九
月
二
十
八
日
夕
刻
、
待
ち
に

待
っ
た
部
隊
は
漸
く
機
帆
船
に
て
到
着
、
夜
遅
く
ま
で
か
か
っ

て
荷
揚
げ
を
完
了
し
、
や
っ
と
宿
舎
に
入
っ
て
、
ほ
っ
と
一
息

つ
い
た
頃
、
敵
機
（
水
上
機
）
一
機
の
空
襲
を
受
け
た
の
で

あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
下
手
記
に
よ
り
、
同
地
に
お
け
る
警
備
・
戦
闘
の
概
要
を

読
ん
で
み
ま
す
。

「
空
襲
第
一
日
は
機
帆
船
は
桟
橋
に
横
付
け
に
し
た
ま
ま
で

あ
っ
た
が
、
荷
揚
げ
は
終
わ
っ
て
い
た
の
で
不
幸
中
の
幸
い

だ
っ
た
。
か
く
し
て
我
が
工
兵
隊
は
タ
ワ
オ
の
警
備
に
就
い
た

が
、
陣
地
構
築
で
毎
日
毎
日
息
つ
く
暇
も
な
い
有
様
で
あ
っ

た
。
十
一
月
中
旬
頃
よ
り
次
第
に
敵
の
空
襲
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
、
十
一
月
十
五
日
に
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ38

が
十
二
機
で
空

襲
、
埠
頭
、
飛
行
場
等
被
害
を
受
け
た
。

ま
た
、
十
一
月
十
六
日
に
は
Ｂ24

の
爆
撃
機
が
、
二
十
余
機

の
大
編
隊
で
タ
ワ
オ
上
空
を
北
へ
向
か
っ
て
通
過
し
て
い
っ

た
。
続
い
て
翌
十
七
日
も
、
同
様
、
Ｂ24

の
大
編
隊
が
タ
ワ
オ

上
空
を
通
過
し
て
い
っ
た
。

十
二
月
十
二
日
に
は
ま
た
空
襲
を
受
け
て
、
タ
ワ
オ
市
街
は

全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
十
二
月
十
八
日
に
は
ま
た
ま
た
空
襲
あ



り
、
敵
機
一
機
を
岡
田
部
隊
で
撃
墜
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
乗

員
一
人
は
落
下
傘
に
て
海
上
に
逃
れ
て
し
ま
っ
た
。
工
兵
隊
は

タ
ワ
オ
の
埠
頭
よ
り
三
メ
ー
ト
ル
余
り
離
れ
た
久
原
地
区
の
兵

舎
に
駐
屯
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
地
徴
集
の
初
年
兵
九
十
余

人
と
他
に
補
充
兵
五
十
余
人
が
、
近
く
入
隊
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
て
、
現
在
の
兵
舎
で
は
手
狭
と
な
る
の
で
、
海
岸
に
近
い

教
会
の
建
物
、
そ
の
他
を
利
用
し
て
、
十
一
月
下
旬
頃
、
こ
こ

に
移
転
し
た
の
で
あ
る
。

部
隊
は
当
初
、
二
百
人
の
編
成
で
あ
っ
た
が
、
現
地
徴
集
の

初
年
兵
九
十
四
人
が
、
サ
ン
ダ
カ
ン
に
お
い
て
教
育
を
受
け
、

昭
和
十
九
年
十
月
二
十
日
付
で
、
工
兵
隊
に
編
入
に
な
り
、
サ

ン
ダ
カ
ン
よ
り
行
軍
で
十
一
月
下
旬
、
タ
ワ
オ
に
到
着
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
十
人
く
ら
い
の
者
が
部
隊
へ
到
着
せ
ぬ
ま
ま

に
、
途
中
戦
死
せ
る
者
、
一
人
、
病
死
者
及
び
生
死
不
明
者
を

出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

長
い
間
か
か
っ
て
漸
く
で
き
た
タ
ワ
オ
飛
行
場
は
、
敵
Ｂ29

の
攻
撃
目
標
と
な
っ
て
、
一
度
に
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
破
壊
さ
れ

て
し
ま
い
、
噴
火
口
の
よ
う
な
大
穴
を
、
幾
つ
も
幾
つ
も
、
埋

め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
は
と
て
も
大
変
な
労
力
で
あ
っ

た
。そ
し
て
何
日
も
、
何
日
も
か
か
っ
て
、
や
っ
と
埋
め
終
わ
っ

た
か
と
思
う
と
、
ま
た
ド
カ
ン
、
ド
カ
ン
で
あ
る
。
本
当
に
、

た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
タ
ワ
オ
は
、
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ

熱
の
多
い
所
で
、
患
者
が
日
増
し
に
増
え
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
十
月
、
米
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
上
陸
し
、
戦
況

は
日
々
、
我
々
に
不
利
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
従
っ
て
ボ
ル
ネ

オ
は
特
に
北
海
岸
方
面
が
敵
の
脅
威
を
受
け
る
状
況
に
な
り
つ

つ
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
元
旦
、
私
達
は
タ
ピ
オ
カ
で
餅
を
搗
い
て
、
心

ば
か
り
の
正
月
を
迎
え
た
。
一
月
六
日
、
我
が
貫
兵
団
参
謀
の

武
田
中
佐
が
、
ア
ピ
ー
上
空
で
強
烈
な
戦
死
を
遂
げ
ら
れ
た
。

私
は
、
あ
れ
ほ
ど
信
頼
し
、
親
し
く
し
て
い
た
だ
い
た
武
田
中

佐
が
戦
死
さ
れ
た
と
は
信
じ
た
く
な
か
っ
た
が
、
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。

貫
兵
団
は
、
昭
和
二
十
年
一
月
下
旬
、
戦
況
の
変
化
に
伴
い

ブ
ル
ネ
イ
方
面
へ
転
進
命
令
が
下
達
さ
れ
た
。
こ
れ
ぞ
筆
舌
に

尽
く
し
難
い
、
あ
の
悲
惨
極
ま
る
多
大
の
犠
牲
者
を
出
し
た
、



所
謂
ボ
ル
ネ
オ
の
密
林
に
お
け
る
死
の
行
軍
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。ブ
ル
ネ
イ
の
転
進
行
程
は
、
タ
ワ
オ
よ
り
東
海
岸
の
モ
ス
テ

ン
、
ラ
ハ
ダ
ッ
ド
を
経
て
コ
ヤ
川
、
ハ
ム
ラ
ッ
ト
、
ラ
ナ
ウ
、

ケ
ニ
ン
ゴ
ー
（
第
二
兵
站
線
）
に
出
て
、
メ
ラ
ラ
ッ
プ
、
テ
ノ

ム
、
ウ
エ
ス
ト
ン
か
ら
海
上
を
ブ
ル
ネ
イ
へ
行
く
、
延
々
六
、

七
百
キ
ロ
の
行
程
で
あ
る
。
特
に
ラ
ハ
ダ
ッ
ト
よ
り
ラ
ナ
ウ
間

は
大
密
林
地
帯
で
難
関
地
帯
で
あ
っ
た
。

そ
の
戦
陣
を
き
っ
て
第
三
六
七
大
隊
（
岡
田
隊
）
が
、
転
進

の
第
一
歩
を
、
我
工
兵
隊
は
「
貫
兵
団
命
令
」
に
基
づ
き
、
後

川
春
雄
大
尉
（
当
時
中
尉
）

、
上
田
中
尉
、
西
川
久
良
中
尉
の

指
揮
す
る
、
三
個
小
隊
を
二
月
下
旬
頃
、
ブ
ル
ネ
イ
に
向
け
出

発
し
た
。

当
時
マ
ラ
リ
ア
患
者
が
続
発
し
て
困
っ
て
い
た
。
マ
ラ
リ
ア

に
よ
る
戦
死
亡
者
は
昭
和
二
十
年
一
月
中
、
三
人
、
二
月
中
一

人
、
三
月
中
七
人
も
出
し
た
が
、
こ
れ
で
上
陸
以
来
、
十
五
柱

の
英
霊
を
出
し
、
誠
に
悲
し
い
極
み
で
あ
っ
た
。
部
隊
で
は
近

く
の
林
の
中
に
墓
地
を
作
り
丁
寧
に
葬
っ
て
墓
標
を
建
て
お
祈

り
を
し
た
。

病
室
は
患
者
が
い
つ
も
満
員
で
、
ま
っ
た
く
手
の
ほ
ど
こ
し

の
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
患
者
や
病
弱
者
は
と
て
も
転

進
出
来
な
い
の
で
、
柴
田
少
尉
以
下
百
二
十
人
を
タ
ワ
オ
に
残

留
す
る
こ
と
に
し
て
、
行
軍
に
耐
え
ら
れ
る
強
健
者
の
み
を

も
っ
て
部
隊
を
編
成
し
た
が
、
多
少
調
子
が
悪
い
者
で
も
残
留

し
た
い
と
い
う
者
は
一
人
も
無
か
っ
た
。

そ
の
時
、
能
崎
兵
団
長
は
中
将
に
栄
進
の
た
め
内
地
に
転

出
、
新
兵
団
長
に
赤
石
泰
二
郎
少
将
が
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。

出
発
命
令
が
出
て
い
よ
い
よ
四
月
一
日
午
後
十
時
、
タ
ワ
オ

埠
頭
出
発
と
決
ま
り
船
は
一
五
〇
ト
ン
の
機
帆
船
一
隻
で
、
各

隊
十
五
人
宛
合
計
七
十
五
人
が
先
遣
隊
と
な
り
、
橋
本
隊
長
が

混
成
隊
の
隊
長
と
な
っ
た
。
暗
い
海
上
、
魚
雷
を
一
発
く
ら
っ

た
ら
、
例
え
爆
薬
を
積
ん
で
い
な
く
て
も
、
そ
れ
こ
そ
一
発
で

吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
危
険
な
前
途
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
五
月
十
八
日
夕
、
実
に
四
十
八
日
間
か
か
っ
た
長

遡
航
転
進
で
あ
っ
た
が
シ
ン
ガ
ダ
ル
へ
着
い
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
密
林
縦
断
部
隊
は
悲
惨
極
ま
り
な
い
行
軍
を
し
た
の
で

あ
っ
た
。
私
は
今
更
返
ら
ぬ
繰
り
言
な
が
ら
、
軍
は
敵
情
が
こ



う
な
る
こ
と
は
一
早
く
察
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
タ

ワ
オ
、
ラ
ハ
ダ
ッ
ト
、
ラ
ナ
ウ
、
ケ
ニ
ン
ゴ
ー
間
の
第
二
兵
站

線
を
も
っ
と
早
く
計
画
し
完
備
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
兵

站
線
さ
え
今
少
し
早
く
確
立
さ
れ
て
い
た
ら
、
あ
れ
ほ
ど
の
悲

劇
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
悔
や
ま
れ
て

な
ら
な
い
。（
戦
没
者
四
千
六
百
七
人
う
ち
戦
病
者
多
数
）

ボ
ー
ホ
ー
ト
附
近
の
戦
闘
か
ら
終
戦
ま
で

私
達
は
ケ
ニ
ン
ゴ
ー
に
到
着
し
た
が
、
息
つ
く
暇
な
く
ま
た

前
進
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
空
襲
は
段
々
と
厳
し
く
な
り
、

一
日
数
回
機
銃
掃
射
を
受
け
る
。
六
月
十
四
日
、「
敵
が
六
月

十
二
日
ラ
ブ
ア
ン
島
へ
一
個
師
団
上
陸
し
た
」
と
の
情
報
が

入
っ
た
の
で
、
私
は
早
く
前
進
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
、
六
月

十
五
日
早
朝
、
テ
メ
ム
を
出
発
し
、
サ
ボ
ン
に
至
り
、
第
三
十

七
軍
司
令
部
に
出
頭
し
、
馬
場
司
令
官
に
、
工
兵
隊
長
到
着
を

申
告
し
た
の
で
、
閣
下
は
非
常
に
喜
ば
れ
、
敵
が
上
陸
し
た
か

ら
、
一
刻
も
早
く
、
ボ
ー
ホ
ー
ト
に
行
っ
て
、
ボ
ー
ホ
ー
ト
防

衛
隊
長
の
指
揮
下
に
入
る
よ
う
命
令
を
受
け
た
。
閣
下
は
昭
和

二
十
二
年
八
月
七
日
、
戦
犯
と
し
て
刑
死
さ
れ
、
ご
冥
福
を
祈

る
の
み
で
あ
っ
た
。

我
が
工
兵
隊
は
、
防
衛
第
一
線
に
つ
い
た
が
、
参
加
で
き
た

者
は
三
十
七
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
将
校
は
私
一
人
の
み
、
敵

は
既
に
ウ
エ
ス
ト
ン
方
面
に
上
陸
し
、
我
が
軍
に
接
触
し
つ
つ

あ
っ
た
。
し
か
も
、
ブ
ル
ネ
イ
方
面
の
状
況
は
ま
っ
た
く
不
明

で
あ
っ
た
が
、
当
時
、
既
に
激
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
っ
た
。
我
が
兵
力
は
既
に
三
分
の
一
以
下
に
な
っ
て
い
る
か

と
想
像
し
て
い
た
。

タ
ワ
オ
に
残
置
し
た
百
二
十
人
の
将
兵
た
ち
が
元
気
で
一
緒

に
こ
こ
ま
で
来
て
い
て
く
れ
た
ら
な
あ
、
と
で
き
も
し
な
い
事

を
思
っ
た
り
し
て
、
私
は
こ
の
時
く
ら
い
悔
し
い
と
思
っ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
敵
は
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。
持
て
る
力
で
総
力
を

挙
げ
て
突
進
す
る
だ
け
だ
と
覚
悟
を
決
め
る
と
不
思
議
に
勇
気

が
湧
い
て
き
た
。

工
兵
隊
は
防
衛
隊
長
の
命
に
よ
り
陣
地
構
築
に
協
力
し
て
作

業
に
追
わ
れ
多
忙
を
極
め
て
い
た
が
、
そ
の
間
、
敵
の
砲
撃
は

日
増
し
に
激
し
く
な
っ
て
き
た
。
六
月
二
十
六
日
、
敵
は
遂
に

バ
タ
ス
河
を
遡
航
し
、
ボ
ー
ホ
ー
ト
に
進
出
し
て
き
た
。



い
よ
い
よ
戦
闘
開
始
。
敵
の
砲
撃
が
物
凄
く
な
っ
て
き
た
か

と
思
う
と
、
間
も
な
く
敵
は
勇
敢
に
も
我
が
敵
地
正
面
に
向

か
っ
て
接
近
し
、
激
し
い
攻
撃
を
加
え
て
き
た
。
我
が
方
は
一

斉
に
こ
れ
に
反
撃
し
て
銃
撃
を
加
え
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の

物
凄
い
銃
撃
戦
の
音
は
山
野
に
谺
し
て
、
耳
を
聾
せ
ん
ば
か
り

で
あ
っ
た
。

こ
の
戦
闘
で
工
兵
隊
は
予
備
隊
と
な
り
待
機
し
て
い
た
が
、

私
は
小
高
い
丘
の
大
隊
本
部
の
近
く
で
戦
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
て

い
て
、
敵
が
自
動
小
銃
を
立
ち
撃
ち
の
姿
勢
で
撃
ち
ま
く
っ
て

い
る
の
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
、
敵
に
も
な
か
た
か

勇
敢
な
奴
が
い
る
と
思
っ
た
。

し
か
し
、
敵
は
余
り
積
極
的
に
攻
撃
は
せ
ず
、
い
つ
の
間
に

か
、
潮
が
引
く
よ
う
に
後
退
し
、
何
事
も
無
か
っ
た
よ
う
に
辺

り
は
ま
た
元
の
静
け
さ
に
戻
っ
た
。
し
か
し
そ
の
静
け
さ
も
長

く
は
続
か
ず
、
敵
は
砲
撃
を
開
始
し
、
我
が
陣
目
が
け
物
凄
く

砲
弾
を
浴
び
せ
て
き
た
。
敵
は
我
が
陣
地
を
よ
く
偵
察
し
て
い

た
。
弾
着
は
実
に
正
確
で
あ
っ
た
。
敵
は
飛
行
機
で
弾
着
点
を

修
正
し
な
が
ら
砲
撃
す
る
の
で
、
ど
う
に
も
始
末
に
お
え
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。

翌
二
十
七
日
も
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
戦
闘
の
繰
り
返
し
で
、

敵
の
砲
撃
は
ま
す
ま
す
激
烈
と
な
り
、
こ
れ
に
は
わ
が
勇
士
た

ち
も
、
手
も
足
も
出
ず
、
ほ
と
ほ
と
弱
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

時
、
防
衛
隊
に
は
一
門
の
砲
も
な
か
っ
た
。
ジ
ガ
ダ
ル
に
残
し

て
お
い
た
山
砲
一
門
で
も
あ
っ
た
ら
と
悔
や
ま
れ
て
仕
方
な

か
っ
た
。

木
村
防
衛
隊
長
か
ら
工
兵
隊
で
敵
の
砲
陣
地
を
爆
破
し
て
く

れ
と
の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、
私
は
直
ち
に
こ
れ
に
応
じ
て
、

中
山
武
丸
曹
長
以
下
八
人
の
斬
込
隊
を
編
成
し
て
、
二
十
七
日

の
日
没
後
出
発
し
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
斬
り
込
み
の
途

中
、
敵
と
遭
遇
し
て
中
山
曹
長
以
下
七
人
は
戦
死
し
、
一
人
が

辛
う
じ
て
生
還
と
い
う
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

二
十
八
日
も
激
戦
が
続
き
、
敵
は
執
拗
に
攻
撃
を
繰
り
返

し
、
砲
撃
は
相
変
わ
ら
ず
激
烈
を
極
め
た
。
こ
の
日
の
戦
闘

で
、
誠
に
残
念
な
が
ら
木
村
防
衛
隊
長
が
早
く
も
左
腕
に
重
傷

を
負
わ
れ
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
代
わ
っ
て
、
独
混
第
二

十
五
連
隊
、
大
河
内
第
一
大
隊
長
が
防
衛
隊
長
と
な
る
。

二
十
八
日
夜
、
防
衛
隊
は
多
少
陣
地
を
後
退
し
た
の
で
、
工

兵
隊
も
こ
れ
に
伴
い
、
シ
ン
バ
ン
ガ
ン
駅
（
五
十
七
里
地
点
）



の
東
側
高
地
の
予
備
陣
地
に
就
い
た
。
敵
の
砲
撃
は
相
変
わ
ら

ず
続
い
た
。
間
断
無
く
集
中
砲
火
を
浴
び
せ
て
く
る
の
で
あ

る
。
我
が
予
備
陣
地
附
近
に
も
物
凄
く
砲
弾
が
落
下
。
六
月
二

十
九
日
、
防
衛
隊
は
約
四
里
後
方
の
六
十
一
地
点
に
後
退
し
、

同
地
附
近
の
高
地
を
占
領
し
て
死
守
せ
よ
と
の
軍
命
令
を
受
け

た
。そ
こ
で
工
兵
隊
は
部
隊
の
ボ
ー
ホ
ー
ト
撤
退
に
当
た
り
、
護

衛
と
な
り
、
全
部
隊
の
撤
退
終
了
後
、
二
十
九
日
夜
、
十
二
時

を
期
し
て
ボ
ー
ホ
ー
ト
を
撤
退
す
べ
し
と
の
命
令
を
受
け
た
。

そ
の
夜
ボ
ー
ホ
ー
ト
部
隊
は
撤
退
し
た
の
で
私
達
は
全
部
隊
の

撤
退
完
了
を
見
届
け
て
か
ら
、
十
二
時
を
期
し
て
、
極
く
隠
密

裡
に
ボ
ー
ホ
ー
ト
を
撤
退
し
六
一
哩
地
点
に
後
退
し
て
配
備
に

つ
い
た
。

今
ま
で
予
備
隊
だ
っ
た
工
兵
隊
は
今
度
は
第
一
線
陣
地
の
守

備
に
就
い
た
の
だ
が
、
配
属
の
兵
員
も
合
わ
せ
て
も
、
百
人
足

ら
ず
で
あ
っ
た
。

砲
兵
中
隊
長
の
大
浦
中
尉
は
工
兵
隊
配
属
と
な
り
第
一
小
隊

長
を
務
め
て
も
ら
っ
た
。
工
兵
・
砲
兵
・
通
信
、
そ
の
他
の
特

科
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
の
技
術
部
隊
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時

の
状
況
下
、
特
別
の
状
況
を
除
い
て
、
皆
一
様
に
銃
を
執
っ
て

第
一
線
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
か
ら
、
我

が
工
兵
隊
も
歩
兵
同
様
、
第
一
線
の
守
備
に
就
い
た
。

面
白
い
こ
と
に
、
我
々
が
ボ
ー
ホ
ー
ト
を
撤
退
し
た
の
に
、

約
一
週
間
く
ら
い
、
敵
は
気
付
か
ず
、
我
が
元
の
陣
地
に
砲
撃

を
続
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
敵
機
が
飛
来
し
始
め
、
機
銃
掃

射
を
受
け
た
が
、
暫
く
す
る
と
い
よ
い
よ
砲
撃
が
始
ま
る
。
そ

れ
こ
そ
天
地
も
轟
く
砲
弾
の
雨
を
集
中
的
に
浴
び
せ
て
き
た
。

そ
れ
も
一
日
中
断
続
的
に
何
回
と
な
く
反
復
し
撃
っ
て
く
る
。

こ
の
砲
撃
が
毎
日
続
く
の
で
、
こ
れ
に
は
我
が
勇
士
た
ち
も
い

さ
さ
か
辟
易
せ
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。
こ
の
砲
撃
は
お
よ
そ
一

日
一
万
発
を
撃
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
我
が

陣
地
附
近
の
樹
木
が
完
全
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い

ま
で
に
叩
か
れ
て
い
た
の
を
見
て
も
、
い
か
に
砲
撃
が
物
凄

か
っ
た
か
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
停
戦
後
、
私
達
が
収
容
所
に

入
っ
た
時
、
豪
州
軍
の
将
校
が
日
本
軍
は
よ
く
も
こ
ん
な
に
ま

で
頑
張
っ
た
も
の
だ
と
、
驚
い
た
り
感
心
し
た
り
し
て
い
た
。

八
月
四
日
頃
、
後
川
大
尉
、
西
川
中
尉
、
上
田
中
尉
以
下
四



十
人
が
半
年
ぶ
り
、
日
焼
け
し
た
元
気
な
顔
と
会
う
こ
と
が
で

き
、
こ
の
時
ば
か
り
は
手
を
取
り
合
っ
て
喜
び
あ
っ
た
。（
ブ

ル
ネ
イ
方
面
へ
行
っ
て
い
た
貫
兵
団
が
後
退
し
て
き
て
、
我
が

工
兵
隊
主
力
が
本
隊
へ
復
帰
し
た
）

そ
れ
か
ら
十
余
日
後
の
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
停
戦
命

令
が
出
た
の
を
我
々
は
知
ら
な
か
っ
た
。
今
ま
で
毎
日
毎
日
物

凄
い
砲
撃
に
明
け
暮
れ
て
い
た
が
、
十
五
日
か
ら
砲
撃
が
止
み

敵
機
が
き
て
も
上
空
を
旋
回
す
る
だ
け
、
銃
撃
も
し
な
い
。
何

か
様
子
が
変
だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
不
審
な
日
が
続
い

て
、
八
月
十
九
日
に
至
り
、
私
達
は
停
戦
の
命
を
受
け
て
驚
い

た
の
で
あ
る
」

。

橋
本
紀
林
元
工
兵
隊
長
の
手
記
、『
キ
ナ
バ
ル
回
想
録
』（
ボ

ル
ネ
オ
の
大
河
、
セ
ン
バ
コ
ン
遡
航
記
）
は
、
四
六
二
ペ
ー
ジ

の
大
作
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
『
貫
兵
団
工
兵
隊
史
』
と
し
て
抜

粋
掲
載
し
た
こ
と
を
了
承
く
だ
さ
い
。

ボ
ル
ネ
オ
は
中
文
に
も
あ
り
ま
す
如
く
、
マ
ラ
リ
ア
病
の
多

い
所
で
あ
り
ま
す
。
マ
ラ
リ
ア
病
に
は
三
日
熱
と
か
四
日
熱
と

か
熱
帯
熱
と
か
が
あ
り
、
熱
が
連
続
す
る
悪
性
の
熱
帯
熱
に
羅

病
し
ま
し
た
。
体
熱
が
四
二
度
に
も
な
り
、
数
日
間
連
続
す

る
。
体
温
計
の
最
高
四
二
度
に
上
が
り
っ
ぱ
な
し
で
下
り
な

い
。
そ
ん
な
高
熱
が
続
い
て
死
ん
だ
者
が
た
く
さ
ん
い
る
。
と

い
う
よ
り
、
私
は
衛
生
兵
か
ら
も
死
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
戦
後
帰
国
結
婚
し
ま
し
た
が
、
家
内
は
一
人
の
子
も
産

ん
で
い
な
い
。
私
の
高
熱
の
連
続
の
た
め
子
供
は
授
か
ら
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

マ
ラ
リ
ア
特
効
薬
の
キ
ニ
ー
ネ
を
飲
み
す
ぎ
る
と
黒
水
病
に

な
る
と
き
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
我
々
の
仲
間
の
多
く

は
、
ボ
ル
ネ
オ
で
マ
ラ
リ
ア
羅
患
、
多
く
の
人
が
死
に
ま
し

た
。
戦
死
は
少
な
く
、
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
戦
病
死
が
多
い
の
で

し
た
。
ボ
ル
ネ
オ
で
特
に
我
が
独
立
混
成
第
五
十
六
旅
団
（
貫
兵

団
）
の
総
員
七
、
六
一
七
人
、
帰
還
者
二
、
五
八
六
人
、
戦
没

者
四
、
六
〇
七
人
で
あ
り
ま
す
。
我
が
工
兵
隊
は
、
総
人
員
二

八
〇
人
転
属
者
四
人
、
帰
還
者
一
〇
七
人
、
戦
没
者
一
六
九
人

で
あ
り
ま
す
の
で
六
〇
％
以
上
が
死
亡
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま



す
。
私
の
中
隊
で
は
一
八
一
人
中
復
員
し
た
の
は
三
五
人
で
し

た
。私

は
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
五
日
、
復
員
船
は
生
き
残
り

の
空
母
「
葛
城
」
に
乗
り
大
竹
港
に
上
陸
、
復
員
し
ま
し
た

が
、
栄
養
失
調
の
た
め
四
〇
キ
ロ
位
に
痩
せ
細
っ
て
帰
り
、
回

復
す
る
ま
で
一
年
以
上
か
か
り
ま
し
た
。
ボ
ル
ネ
オ
で
は
、
昭

和
二
十
年
三
月
か
ら
、
食
糧
は
飯
盒
の
掛
盒
（
副
食
を
入
れ
る

深
さ
二
セ
ン
チ
程
度
の
中
蓋
に
、
米
三
杯
が
十
五
人
の
一
食
分

で
し
た
。
補
食
は
タ
ピ
オ
カ
、
副
食
は
、
ワ
ラ
ビ
と
カ
ン
コ
ン

と
い
う
雑
草
の
汁
で
、
ト
カ
ゲ
、
錦
蛇
、
川
魚
等
手
当
た
り
次

第
、
米
は
重
湯
に
も
な
ら
ぬ
ぐ
ら
い
、
米
粒
が
少
な
い
。
塩
分

は
海
水
を
炊
き
作
る
。
ド
ラ
ム
缶
を
縦
に
割
り
、
海
水
を
入
れ

て
炊
き
、
塩
を
取
る
の
で
あ
る
。

終
戦
は
、
玉
音
放
送
を
短
波
で
受
け
、
各
出
先
の
軍
隊
に
知

ら
せ
る
た
め
、
伝
令
が
我
々
の
部
隊
に
も
数
日
後
来
ま
し
た
。

私
は
、
山
の
中
に
逃
げ
て
戦
い
を
続
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た

が
、
内
地
の
人
が
敵
の
人
質
に
な
っ
て
は
と
思
い
、
思
い
止
ま

り
ま
し
た
。

復
員
後
は
伯
母
の
家
の
跡
を
継
ぎ
僧
侶
と
な
り
ま
し
た
。
僧

と
な
る
修
業
は
相
当
厳
し
い
も
の
で
す
が
、
軍
隊
の
初
年
兵
の

教
育
、
戦
闘
参
加
を
思
え
ば
と
耐
え
て
勉
強
し
、
僧
侶
に
な
る

こ
と
が
出
来
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

【
解

説
】

北
ボ
ル
ネ
オ
作
戦
参
加
部
隊
人
員
及
戦
没
者
数

部
隊
名
　
　
　
　
　
総
人
員
　
　
　
　
　
戦
没
者
数

１
　
第
三
十
七
軍
司
令
部
　
二
、
六
六
五
　
　
　
　
八
三
九

独
立
混
成
第
二
十
五
連
隊
、
独
立
歩
兵
第
四
三
二
・

五
五
三
・
五
五
四
・
七
七
三
大
隊
、
ほ
か

計
　
一
、
二
七
一
一
　
　
四
、
五
六
九

２
　
独
立
混
成
第
五
十
六
旅
団

司
令
部
、
独
歩
第
三
六
六
・
三
六
七
・
三
六
八
・

三
六
九
・
三
七
〇
・
三
七
一
大
隊
、
同
砲
兵
隊

同
工
兵
隊
、
同
通
信
隊

総
人
員
　
　
　
七
、
六
一
七

転
属
者
　
　
　
　
　
四
二
五

帰
還
人
員
　
　
二
、
五
八
五
　
　
四
、
六
〇
七



３
　
独
立
混
成
第
七
十
一
旅
団

総
人
員
　
　
　
一
、
二
三
二

転
属
者
　
　
　
　
　
一
一
〇

帰
還
人
員
　
　
一
、
一
〇
七
　
　
　
　
　
一
五

４
　
航
空
関
係
・
船
舶
関
係
部
隊

総
人
員
　
　
　
八
、
〇
四
七

転
属
者
　
　
　
　
　
七
一
四

帰
還
人
員
　
　
六
、
二
八
七
　
　
一
、
〇
四
六

５
　
海
軍
部
隊

総
人
員
　
　
　
　
　
三
一
二
　
　
　
　
三
一
二

合
計
　
総
人
員
　
　
二
九
、
九
一
九

転
属
者
　
　
　
一
、
七
二
七

帰
還
人
員
　
一
七
、
六
四
三
　
一
〇
、
五
四
九

（
三
五
・
二
六
％
）

第
三
十
七
軍
司
令
部
（
灘
第
九
八
〇
一
部
隊
）

隷
下
の
各
部
隊
は
、
ほ
と
ん
ど
の
部
隊
編
成
は
昭
和
十
九
年

以
降
で
あ
り
、
短
期
間
に
北
部
ボ
ル
ネ
オ
地
区
に
配
属
さ
れ
、

極
め
て
困
難
な
状
況
下
、
連
合
軍
と
戦
闘
を
交
え
、
四
〇
％
近

い
兵
員
が
戦
没
し
た
。
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
激
戦
地
、
特

に
激
し
い
環
境
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。

そ
の
最
た
る
犠
牲
が
、
独
立
混
成
第
五
十
六
旅
団
（
貫
兵

団
）
で
あ
り
、
聞
き
取
り
対
象
者
で
あ
る
久
世
童
龍
氏
の
ご
苦

労
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。（
解
説
者
）




